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令和２年度全国特別支援学校長会報告について 

 

はじめに 

令和２年度の全国特別支援学校長会は新型コロナウイルス感染症の影響で、ここま

での取組みは通常のとおり実施することが困難であった。令和２年度の主な活動は以

下のとおりである。 

 

１ 令和２年度総会・研究大会について 

（１） 第 57 回全国特別支援学校長研究大会は令和 3 年度に延期した。 

（２） 令和２年度の総会は書面開催とし、書面による議事決議を行った。 

 

２ 諸会議について 

（１） 理事評議員合同会議 5 月 19 日（中止）、10 月 20 日（オンライン会議）     

（２） 基本問題検討委員会 5 月 8 日（中止）、9 月 11 日（オンライン会議）、10 月 2 

日（オンライン会議） 

 【テーマ】 

特別支援学校における新型コロナウイルス感染症への対応と今後の学校経営の在 

り方 

  <協議内容> 

  ・新型コロナウイルス感染症への対応と特別支援学校における「新しい学び方」 

   ICT の活用（「GIGA スクール構想」の具体化を踏まえて） 

（３） みんな de スポーツ推進委員会 6 月（中止）、9 月（中止） 

（４） 事務局会 4 月 15 日（中止）、5 月 8 日（中止）、6 月（中止）、7 月 17 日（オン 

ライン会議）、9 月 11 日（オンライン会議）、10 月 2 日（オンライン

会議） 

 

３ 学校情報・全国調査・研究収録の発行について 

 ◎（１）（２）について、８月に CD-ROM にて発行した。 

（１） 令和２年度の学校情報・全国調査の集計（６月） 

（２） 令和元年１２月に実施した全国調査及び行政説明資料・各障害別の調査官から

の資料 



 

４ 校長必携・会報の発行について 

（１） 校長必携は、全国特別支援学校長会ホームページに掲載（昨年度と変更なし） 

（２） 会報は、１１月に第１号を発行予定。 

 

５ 主な関係各審議会等への参加・意見・要望等について 

（１） 全国特別支援教育推進連盟理事会 ７月１０日参加 

（２） 文部科学省「学校における携帯電話の取扱い等に関する有識者会議」の審議の

まとめに関する報告 ７月２２日（オンライン） 

（３） 文部科学省「学校再開後の学校の状況に関する意見交換会」（文部科学省で開催）

７月３０日 

（４） 内閣府「こども福祉避難所」に関する意見交換会 ９月４日（オンライン） 

（５） 文部科学省義務教育費国庫負担金 令和３年度概算要求説明会 １０月１２日 

 

６ 文部科学省との連携について 

（１） 文部科学省各課からの情報提供・意見集約への対応 

（２） 基本問題検討委員会と特別支援教育課との連携 

（３） 文部科学省各種調査への協力 

 

７ 全国特別支援教育推進連盟との連携について 

（１） 常任理事会及び理事会への参加 

（２） 公益財団法人みずほ教育福祉財団特別支援教研究助成による研究活動 

 

８ 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所との連携について 

（１） 研究所外部評価委員会へ委員長として参加 

（２） 全特長調査研究 調査項目・分析についてオブザーバーとして参加 

（３） 全国特別支援学校文化連盟での優秀作品については、研究所のホームページで

公開 

（４） 全特長との協力によって実施する研修会等 

〇特別支援学校寄宿舎指導実践協議会 

〇特別支援学校「体育・スポーツ」実践指導者協議会 

 

９ 文化活動について 

今年度から、全国特別支援学校文化連盟での優秀作品については、全国特別支援学校

長会のホームページにて公開する。 

 



 

１０ ７月豪雨の義援金について 

 特別支援学校に関係する学校長会やＰＴＡ等の団体から入金があった。 

第１回 熊本県の特別支援学校 ５，８６４，００８円 

 第２回 熊本県の特別支援学校 １，６３６，４１１円 

 ※１０月中に義援金の全てを配布する予定である。  

 

                                   以上 


